
国
際
化
・
情
報
化
・
高
齢
化
が

進
む
社
会
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
、
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
は

「
心
豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
暮
ら

し
」
を
送
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

で
す
。
ま
た
、
学
び
あ
う
仲
間
が

い
る
こ
と
は
、
人
と
人
と
の
絆
を

よ
り
強
く
し
ま
す
。

公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ
や
公
民
館
講
座
を
開
催
し
、

学
び
あ
い
の
場
所
の
提
供
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
活
動
の
利
用
促
進
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
は
、
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
の
活
動
の
場
と
し
て
、

自
主
的
な
学
習
グ
ル
ー
プ
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
58
の
公
民
館
登
録
グ
ル

ー
プ
が
あ
り
、
約
１
０
０
０
人
の

皆
さ
ん
が
活
動
し
て
い
ま
す
（
図

１
）
。58

グ
ル
ー
プ
の
内
訳
は
、
器
楽

演
奏
・
コ
ー
ラ
ス
や
詩
吟
・
舞
踊

な
ど
舞
台
で
活
躍
す
る
グ
ル
ー
プ
、

ダ
ン
ス
や
ヨ
ー
ガ
な
ど
体
を
動
か

す
グ
ル
ー
プ
、
刺
し
ゅ
う
や
手
芸

の
グ
ル
ー
プ
、
絵
画
や
俳
句
・
木

彫
や
陶
芸
な
ど
美
術
工
芸
の
創
作

グ
ル
ー
プ
、
生
け
花
や
盆
栽
・
英

会
話
や
読
書
会
な
ど
の
趣
味
や
学

習
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
５
つ
の
分
野

が
あ
り
ま
す
。

公
民
館
登
録
グ
ル
ー
プ
は
協
議

会
を
結
成
し
、
相
互
に
協
力
し
な

が
ら
グ
ル
ー
プ
同
士
の
連
携
も
図

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
毎
年
１

回
、
各
グ
ル
ー
プ
の
成
果
を
発
表

す
る
公
民
館
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
披
露
し
て
い

ま
す
。

登
録
は
１
年
間
有
効
で
、
い
つ

で
も
で
き
ま
す
。
更
新
は
毎
年
３

月
で
、
次
の
要
件
が
必
要
で
す
。

①
活
動
目
的
が
社
会
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

②
構
成
メ
ン
バ
ー
が
主
と
し
て
町

内
在
住
で
、
活
動
の
拠
点
が
町
域

で
あ
る
こ
と

③
過
去
１
年
以
上
の
活
動
実
績
が

あ
る
こ
と

④
10
人
以
上
で
構
成
し
、
活
動
参

加
を
一
般
に
公
開
し
、
民
主
的
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

中
央
公
民
館
に
は
、
視

聴
覚
機
器
を
設
置
し
た
視

聴
覚
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
集
会
時
な
ど
に
子
ど
も
を

保
育
で
き
る
保
育
室
、
絵
画
・
書

道
・
工
作
な
ど
が
楽
し
め
る
工
作

室
、
華
道
や
茶
道
の
で
き
る
和
室
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
練
習
な
ど
も
で

き
る
音
楽
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
印
刷
室
も
あ
り
、
学

習
活
動
の
会
議
資
料
や
会
報
な
ど

の
作
成
に
利
用
で
き
ま
す
。

①
使
用
日
の
３
カ
月
前
か
ら
申

込
み
が
で
き
ま
す
。
は
じ
め
て
の

利
用
に
は
、
利
用
登
録
が
必
要
で

す
。

②
個
人
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

４
人
以
上
の
構
成
員
が
必
要
で
す
。

（
音
楽
室
を
除
く
）

③
活
動
が
政
治
・
宗
教
・
営
利
目

的
で
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館

（
�
７
６
６
・
８
４
３
２
）
へ
。

▲中央公民館の工作室でト－ルペインティングを楽しむ皆さん

■ 第3回 公民館フェスタ ■

�内　容　オープニングセレモニー（ゲス

ト演奏・ピアノ＝梶山経子、チェロ＝梶山

典子）、ステージ発表、作品展示、体験コ

ーナーなど

�主　催　公民館フェスタ実行委員会

�主　管　公民館登録グループ連絡協議会

�後　援　猪名川町、町教育委員会

�問合せ　中央公民館（�766－8432）

出会い・ふれあい・学びあい

とと　　きき　　22月月2277日日（（日日））

午午前前1100時時～～午午後後44時時

ととこころろ　　生生涯涯学学習習セセンンタターー

（（図図書書館館・・中中央央公公民民館館））

中
央
公
民
館
は
、
平
成
８
年
３
月
に
公
民
館
と
図
書
館
を
併

設
し
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
開
設
さ
れ
、
生
涯
学
習

の
拠
点
施
設
と
し
て
活
動
中
で
す
。

こ
こ
で
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
日
々
、
仲

間
同
士
で
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
グ
ル
ー
プ
で
は
、
随
時
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
見
学
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
き
っ
と
新
し
い
友
人
と
新
し
い
自
分
が

発
見
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２
面
＝
確
定
申
告
は
自
分
で
作
成
し
早
め
に
提
出
　
３

面
＝
白
金
小
学
校
が
特
別
賞
を
受
賞
　
４
面
・
５
面
＝

平
成
15
年
度
決
算
を
認
定
　
６
面
＝
情
報
ポ
ケ
ッ
ト

７
面
＝
健
康
・
福
祉
　
８
面
＝
い
な
が
わ
特
派
員
報
告

今 月 号 の

主 な 内 容

公民館登録グループ「陶芸グループ釉
ゆう

」

（会員数21人）の冨岡禮義会長から、活

動への思いを寄稿いただきました。

「陶に生きる」
粘土は産地により特

色があり、趣の異なっ

た作品になる。それら

の 持 ち 味 を 生 か し 、

種々の技法で成形・乾

燥・素焼き、それが予

想どおりに出来上がれ

ば、鮮やかに華麗に変

化することを期待して

釉薬
うわぐすり

掛けなどを行う。

いよいよこれからが本焼きである。炎と彩

りの鬩
せめ

ぎ合いにより人の力のおよばないとこ

ろで全てが決まる。その神秘的な変化が、窯

の中で行われる。1 2 0 0余度の温度管理と時間

を費やして焼成が終わる。冷えるのを待って

窯の扉を開けた瞬間と、まだ温もりのある作

品を手にしたときの感動は、何にも代え難い

ものだ。

満足なものも、そうでないものも含めて、

両手をどろだらけにし、努力した結果が目の

前に現れる。駄作でも世界に一つしかない茶

器・花器・壷などである。考え、手を動かし、

熱さに耐え、窯出しの瞬間の喜びを味わいな

がら、この陶芸を生涯学習の友として付き合

っていくつもりである。 冨岡禮義

実行委員長

足立美代子さんの声

「３回目を迎え発表の場

として定着してきまし

た。グループ同士の結束

も高まっています。手作

りのフェスタに皆さんぜ

ひご参加ください。」

生
涯
の
趣
味
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か

＜図 １＞

分野別公民館グループ数の内訳


